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【目的】日本薬科大学では､自己表現能力 ･問題解決能力の醸成のための教育の

一環として､2年次にPBL実習を実施している｡今回､各実習形式の内容とその有

効性について評価を行った｡【方法】1グループを 10-12名で各実習を行った｡

【結果】1)文献検索 ･発表形式 :4項目に関して自己評価をした結果､4段階評

価において 3.1-3.5ポイントであった｡2)ワークショップ形式 :4段階評価に

おいて自己評価は2.5-3.4ポイントであった｡3)構造解析形式 :4段階評価にお

いて 2.3-2.8ポイントであった｡【考察】以上3形式による実習中､構造解析形

式が最も自己評価が低いことから､構造解析を苦手とする学生が多いことがわか

った｡また､文献検索形式とワークショップ形式に関しては､ほぼ全員が満足し

た評価を示しており､学習意欲とコミュニケーション能力の醸成に有効な方法で

あることが示唆された｡


